
 
 

広島市指定重要文化財 

 

指定区分 広島市指定重要有形文化財（彫刻） 

名称 
木造
もくぞう

金剛
こんごう

力士
り き し

立像
りゅうぞう

 

所在地 広島市安佐北区可部町綾ヶ谷２５１ 

所有者 氏名 宗教法人福王寺 

住所 広島市安佐北区可部町綾ヶ谷２５１ 

員数 １対 

概要 ヒノキ材。寄木造、内刳りあり。 

⑴ 阿形像（開口） 像高：258.1cm 

⑵ 吽形像（閉口） 像高：256.3cm 

時代 平安時代後期（１２世紀） 

文化財的価値について 本像は、動勢が抑制的で、全体のプロポーションに占め

る頭部の比率が大きく、体部正面の量感を控えめに表すな

ど、平安後期の様式的傾向を明瞭に示す作例である。深い

内
うち

刳
ぐ

りの仕様も像容と整合し、制作年代を平安後期とする

根拠となる。両足先や 髻
もとどり

、表面の赤色顔料などに後補は

認められるものの、面貌
めんぼう

表現は的確で、体部の彫技および

衣文
え も ん

表現にも破綻がなく、優品である。 

 

  



 
 

木造金剛力士立像（阿形像） 

 

 

木造金剛力士立像（吽形像） 


